
2006年 出上の木簡

76543 2  1

し
ん
じ
ょ
う
ひ
ら
る
か

青
李

新

城
平
岡

（四
）
遺
跡

所
在
地
　
　
　
青
森
市
大
字
新
城
字
平
岡

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
四
月
～

一

一
月

発
掘
機
関
　
　
青
森
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
木
村
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一

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
平
安
時
代
、
近
世

・
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
城
平
岡

（四
）
遺
跡
は
、
青
森
市
西
部
を
東
流
す
る
新
城
川
右
岸
の
標
高

六
～
八
ｍ
の
丘
陵
及
び
沖
積
地

上
に
立
地
す
る
。
こ
れ
ま
で
に

も
二
〇
〇
二
年
度
の
土
地
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
範
囲
確
認
調

査
に
よ
っ
て
木
簡
が
出
土
し
て

い
る

（本
誌
第
二
五
号
）。

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
は
新
田

（
一
）
遺
跡
と
同
様
に
、
東
北

新
幹
線
新
青
森
駅
周
辺
の
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
っ
て
、
発
掘
調
査
を
継
続
実
施
し
て
お
り
、
新
城
平
岡

（四
）
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三

・
〇
五

・
〇
六
年
度
の
三
カ
年
で
約
九

〇
〇
〇
ド
を
調
査
し
た
。
検
出
遺
構
は
、
縄
文
時
代
の
睡
穴
住
居

・
貯
蔵
穴

・

落
と
し
穴
状
遺
構
、
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居

。
土
坑

。
溝

・
ピ
ッ
ト
で
あ
る
。

遺
物
は
、
縄
文
土
器

。
石
器
、
平
安
時
代
の
土
師
器

・
須
恵
器

。
擦
文
土
器
、

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
陶
磁
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
Ｃ
区
内
で
検
出
し
た
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
か
ら

一
点
、
Ｆ
区
内
の
ト
レ
ン

チ
三
の
自
然
流
路
か
ら

一
三
人
点
、
計

一
三
九
点
出
土
し
た
。

Ｃ
区
の
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
は
、
標
高
七
ｍ
付
近
で
検
出
し
、
調
査
区
内
で
の
規
模

は
幅
二

・
七
ｍ
深
さ

一
。
Ｏ
ｍ
長
さ
五
四
ｍ
を
測
る
。
現
代
ま
で
使
用
さ
れ
て

い
た
用
水
の
隣
接
部
に
あ
た
り
、
軸
線
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
前
段
階

に
使
用
さ
れ
て
い
た
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
溝
下
層
の
標
高
六

・
四
五

五
ｍ
の
位
置
か
ら
出
土
し
た
。
近
代
の
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

近
代
以
降
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

Ｆ
区
内
の
ト
レ
ン
チ
三
は
、
二
〇
〇
二
年
度
の
範
囲
確
認
調
査
で
木
簡
が
出

土
し
た
自
然
流
路

（Ｈ
区
一
ト
レ
ン
チ
）
の
隣
接
部
分
に
設
定
し
、
長
さ

一
一
ｍ

幅
四
ｍ
の
規
模
で
掘
削
し
た
。
前
回
の
調
査
同
様
自
然
流
路
の
堆
積
層
で
、
木

簡
は
確
認
面
か
ら
深
さ
二

・
四
～
二

・
五
ｍ
の
第
三
三
層
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
た
。
共
伴
遺
物
に
は
木
製
皿
や
柄
杓

・
山
物
な
ど
の
木
製
品
が
あ
る
が
、

土
器
な
ど
に
つ
い
て
は
前
回
同
様
上
面
か
ら
若
子
の
陶
磁
器
や
土
師
器
が
出
土

し
た
以
外
は
不
明
瞭
な
状
況
で
、
明
確
な
帰
属
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

(油川・青森西部)



(3)   (7)   (6) (5)   (4)   (3)   (2)

oll   eo   l191   11e   llD   ll⑥    lle   l10   Q31   11a   lla l101  (9)

８
　
木
簡
の
釈
文
・
内
容

Ｓ
Ｄ

一
〇。

±
島
藤
ぱ
舞
」

ｏ
「　　　０一

福
青
上
国
　
　
　
　
」

ト
レ
ン
チ
ニ
の
自
然
灘
路
．

「口
□
」

口
口

「十
三
仏
」

名
十
三
仏
」
全
攻
計
）

名
十
三
仏
」
（一一枚
ｇ
）

「口
回
」

口
Ш
」

「口
回
」

ｒ
”
９
伽
×

ф
申

り
択

Ｐ
騨
ｂ

　

ｏ
μ
い

「同
国
」

名
口
回
　
　
　
」

。
「日

Ц

」

「十
回
回
」

「十
三
仏
」

口
□

〔十

三
ン
〕

「回
□
□
」

〔
十

三
カ
〕

「口
□
□
」

「同
Ш
」

国
」

「十
三
×

「十
三
仏
」

「日
回
」

「口
回
」

ｒ
ド
］
Ｘ
∞
Ｘ
耳
や
　
⇔
盆
一

岸
ド
ф
択

却

り
Ｘ

Ｐ

『
　

Ｏ
φ
脚

ド
や
φ
“

×

∞
×

９

卜
　

ｏ
ω
騨

ド
ド
∞
Ｘ

∞
×

９

ω
　

ｏ
⇔
Ｐ

（
０
や
）
Ｘ

∞
Ｘ

Ｏ
卜

　

Ｏ
ω
ド

Ｐ
Ｐ
■
０
×

∞
×

９
Φ
　

ｏ
６
μ

μ
Ｐ
ド
×

∞
×

ρ

∝
　

Ｏ
ω
ド

Ｐ
∞
ф
×

∞
Ｘ

Ｐ

∞
　

０
０
ド
＊

盆

Φ
・９

×

∞
ｘ

Ｐ
ｂ
　

一８

岸

金

ｅ

ｘ

∞
×

０
あ

（ゝ

畔

Ｐ
ゃ
∞
〉
穴
め
ｂ
〉
Ｘ
Ｏ
ｂ

　

黛
翠

中
や
ω
×

Ｏ
×

０

い
　

寃
】

岸
Ｐ
Φ
×

ド
∞
×

９
∞
　

ｏ
ω
ド

Ｐ
い
ド
×

『
×

０
あ

　

⇔
ｏ
Ｐ

（
∞
０
〉
Ｘ

∞
×

〇

ヽ
　

Ｏ
①
洋

〕
ド
い
×

『
×

０
あ

　

ｏ
ω
＝

Ｐ
Ｏ
〕
×
騨
∞
Ｘ
∵
頓
　
ｏ
ｏ
い

，
ｏ
Φ
Ｘ
崇
Ｘ
９
０
　
ｏ
⇔
牌

含

Ｐ
ｏ
）
Ｘ

Ｐ
Ｏ
Ｘ
９
↓
　
Ｏ
ｃ
Ｐ

μ
停
や
ｂ

×
ド
Ｘ

ｒ
や
　
Φ
ω
Ｐ

96



2006年出上の木簡

ω  ⑭  e9 ⑫  ep ool ⑬  ⑭ 働 9o90働 931②

e91建9働 ω 坐9o41431a〕 ell eo 1391 ee eD ⑭

a

×
陀
仏

「十
三
仏

「十
三
仏
」

「口
回
」

「十
三
仏
」

口
回
」

「同
国
」

口
Ш
」

「十
三
仏
」

「十
三
仏
」

「十
日
理

口
Ш
」

十
三
仏

×
仏
」

（
０
ヽ
・０
）
Ｘ
∝
Ｘ
９
嚇
　
Ｏ
ω
ド

（
ヽ
コ
）
Ｘ
ド
０
×
９
ｕ
　
ｅ
Ｈ

，
０
い
Ｘ
ド
●
Ｘ

Ｐ
　
０
〇
一

μ
ド
ф
挟

『
ｂ

Ｖ
＾
０

ゆ
　

０
０
岸

〕
Ｐ
瀾
×

∞
×

０
卜

　

０
０
ド
＊

合

ｏ
じ

Ｘ

ф
Ｘ

ρ
卜
　

Ｏ
ｏ
牌

ド
嗚
６
×
Φ
Ｘ
Ｐ
り
　
０
０
い

（
ω
Φ
）
Ｘ

ド

リ
Ｘ

Ｐ
　

Ｏ
い
ド

Ｐ
】
↓
ｂ

×‐
針
Ｏ
Ｘ
い
　

０
⇔
い

ド
ｏ
ヽ
×

『
・い
×

ｏ
∞
　

０
６

，

中
］
ド
Ｘ
∞
×
ｐ
ミ
　
０
〇
一

（
０
ド
）
×
ф
×
ｐ
黎
　
ｏ
Ｏ

，

（協
一じ
×
『
一ｕ
×
０
６

０９

（
や
騨
）
Ｘ
∞
メ
ｐ
０
　
０
〇
一

「日
□

十
三
仏

「口
回
」

口
日
」

「口
□
」

「十
三
仏
」

一絆昨”邸」‐ヵ〕

「口
回

「日
□
」

「十
三
仏
」

「口
Ш
」

「十
三
仏
」

口
回
」

「十
三
仏

含
や
９
×
∞
Ｘ
一
～

Ｓ
，

（言
９
×
Φ
り
ｘ
０
６
　
０〇
一

中
ф
ヽ
Ｘ

Φ
×

０
～

　

Ｏ
Ｃ
Ｐ

含

∞
枷
〉
一Ｘ

鉾

い
Ｘ

Ｏ

ミ
　

Ｏ
ｏ
騨

Ｐ
苺
ド
ｂ

．Ｘ

針
Ｏ
Ｘ

Ｏ

ｃ
　

ｏ
ω
い

Ｐ
Ｐ
ａ
Ｘ
『
～
×
９
∝
　
Ｏ
Φ
μ

（
Ｓ

Ｏ
一ｅ

ｘ
Ｏ
一Ｘ
Ｏ
い
　

Ｏ
ｅ

（
一
】
し

Ｘ
【
Ｘ
Ｏ
ｂ

　
０
０
ド

い
や
ミ
×
∞

，卸
×
〇
卜

　
Ｑ
湾

＝
】
Ｎ
６
Ｘ
ゆ
Ｘ
９
卜

（ゝ

μ

ド囀
伽
ｂ
Ｘ
”
い
Ｘ
９
い
　
０
⇔
μ

ド
雨
ｒ
９
×
口
×
０
・０

（
０
じ

Ｘ
Ｏ
Ｘ
Ｐ
翰

（≡
じ
Ｘ
Ｎ
Ｘ
Ｏ
・い

Ｏω
Ｐ　
　
７

０
０
Ｐ



3 
□
」

3 
「
E
コ

」

S 
「
E
コ

」

3 
「
Eコ

邑
 
・「

匠
コ
」
(1婆

BE)

。「
Eコ

」
(11基

ω

(77.3)×
7XO,7 061

124バ
8.Ж

O.3 061

126×
9.5×

0.5 061

(109.5)×
8×

0.ィ
 o61

1265×
8×

1.1 001

(91)×
8×

O,4061

(73.う
X(30 XO.5061

(4の
X(Qめ

×
o8 061

118X3×
0.8 061

(108)×
7.'又

0,7001■

111×
8×

0つ
 o61

(690×
7×

0,9061

144×
駐
5×

0.8 061■

§0OSe§§g0

卜Ｊ
ペ

陣涸「
匠
コ

「
キ

|||さ

「
+||1革

」

「
十

111革

「
Eコ

」

「
+Ⅲ

さ
」

「
Eコ

」

「
Eコ

「
匡
コ
」

「
+|||さ

」

「
キ

||1革
」

「
Eコ

」

「
Eコ

」

「
Eコ

」

〔 半
‖
革
代
〕

□
□
□

「
Eコ

「
Eコ

」

「
巨
コ
」

「
キ

|||ギ
」

123×
9×

015 001韓

1241×
35×

1 061

(70)X9.5×
06 061

1161×
3×

■
1 001

125お
×
9X1 061

115X7X■
 061キ

114×
7X05 061

126×
B×

0.4 061

1145×
-8×

0,s 061

(77)X7.Ж
O,5. 061

(755)×
17×

0.4 061

127×
9.5X05 061

121X83XO.4 061

117×
82×

と 061

g毬§g0geegSO§Cg

〔 +‖
革
点
〕

「
□
□

□

「
+|

li革
」



§§eC§0§§§3aga3

「
キ

|,1さ
J

「
Eコ

「
Eコ

「
E‐
コ
」

〔
III導

凛
〕

「
十
回
□
」

「
Eコ

「
Eコ

」

「
Eコ

」

「
Eコ

「
キ

||1導

「
Eコ

」

「
キ

111単
」

「
E
コ

」

×
□
□
」

]

1235×
9×

1.1

(63)X9×
04

(120)×
8×

05

11軒
OX3×

0,4

116×
9×

0.5

(59)×
7.5×

03

118×
65×

0.5

119×
7バ

OS

(96)メ
9Ж

013

(68.51×
7X04

126×
3×

Oi4

1335×
B5×

0.9

127×
9も

X04

(85)Xお
X017

〔 +‖
革

く
]

a 
。「
□
□
□
」

。「
Eコ

 
」

d 
「
Eコ

」

§
 Eコ

S 
「
キ

||1革
」

§
 
「
匠
コ
」

3 
「
Eコ

」

S 
「
Eコ

」

§
 
「
+匠

コ

§
 
「
Eコ

」

§
 Eコ

§
 
「

占
出
茜
]B

§
 
「

+|li革
」

§
 
「
Eコ

124×
9X07 901

137×
1■

×
0.4 001

(79)×
7×

017 061

11615×
18.×

1 061

139×
9.5×

0.5 061

婁
31バ

8×
981 001

126×
EXO,3 001

(65)×
(5_O XO.2 061

126.5×
8×

0,4 061

攣
9)×

.3×
05 061

12o×
85×

0.6 061

112×
8×

05 001X

(104)×
8×

0,4 061

翌柊Ｇ引組幹０３Ｎ

061

001

061

901

061

061

061

061

061

061

061

061



ｎ
同
旧
Ｈ

日
日
日
Ｈ

日
Ｈ
日
□

⑭

ｍ
閣
田
閉
胴
Ｍ
日

‐―‐
―――
―――
‐‐―
‐‐
∪

０

日
脚
刑

日
川

日
日

日
日

日
□

⑥

茄
川
判
日

―――
―‐―
―‐
―‐
日
日

――
日
日
日

①

∩
帥
問
Ｈ
日
日
日
日
日

――
‐ｌ
ν

③

∩
四
日
間
日
胴
日
日
日
Ｈ
日
日
日
Ｕ

③

刷
――
‐
―
日
日
日
―
ヽ
＝
円
――Ｉ
Ｈ
日
日
日
日
）
ｌｏ
表

∩
日
円
円
円
四
阿
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
∪
　
Ｈ

∩
図
Ｍ
阿
脚
円
円
日
日
日
日
日
］

ω

伺
凶
日
日

―
‘
―

剛
酬
四
日
Ψ
　
ｌ３

∩
田
田
用
旧
田
田
円
日
日
日
日
日
日
日
日
）
１４

鵬

酬

Ｍ

Ｉ Ｉ Ｉ

日

――― ―

悧

日

日

日

日

鋤

〔
旧
旧
幽
日
日
日
日
日
日
日
日
日
一

３４

∩

円

円

岡

脚

円

日

日

日

Ｈ

口

“

　

胎

円

日

日

日

日

日

日

田

瑚

　

　

　

岡

珊

―十‐

―‐

Ｈ

ＩＩイ

‐

Ｉ

Ｈ

Ｈ

□

つ

日
日
―
′―
―
円
田
―――
日
日
日
日
日
日
□

い

　

日
日
阿
Ｍ
剛
酬
日
日

，
　
航
日
日
日
日
日
日
日
日
〕
領
　
　
　
　
　
峨

‐――
―――
阿
側
日

―――
日

臼
田
ｍ
四

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
田
酬
日
ｌｔｌ
日
Ｈ
日

∩
日
日

―
・
Ｉ

Ｍ
悶
閉
日
日
口
日
旧
田
―――
日
日
Ｈ
ｐ
Ｕ

ｌ９

　

莉
‐‐ｌｉ

Ｍ

‐十‐

円

円

日

日

日

日

耐
円
―‐‐
四
十‐‐
日
日
日
囮
ω
　
ロ
ーー
＝‐―旧
円
川
日
日
日
――
日
日
①

∩
旧
円
ｌｌｌ
円
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
ｐ
＝
Ｄ

Ｒ

川

阿

―――

――

日

日

―ｌ

ｕ

側

　

∩
川
円
旧
閉
倒
Ｈ
ＩＩ
旧
日
旧
旧
日
日
□

４．，

　

日

日

日

――

日

日

日

電

ｍ

湖

円

酔

の

日

円

脚

④

　

　

鳳

田

Ｎ

円

田

円

円

― ―

日

日

日

日

②

　

∩

―

、

‐

Ⅲ

円

悧

Ｍ

Ψ

血

列
　

　

　

　

　

敬
　

　

　

　

　

⑫

口

四

円

日

Ｈ

日

日

□

痢

　

隅

「

―――

日

日

¶

日

日

□

４４＞

日

円

円

囲

Ｈ

日

日

日

日

日

―
―
Ｉ

Ш

①

∩

田

‐ Ｆ ｌｌ

図

日

日

日

日

日

― ―

日

□

∽

　

日

日

周

Ｍ

Ｉ 十

日

日

日

□

ｏ

∩

日

田

円

Ｍ

Ｉ

十

‐

‐

‐

日

日

日

日

日

ロ

ロ

伝
ｌｔｌ
日
――
日
日
Ｈ
□
側
　
　
日
円
―――
円
日
――
日
日
日

り

ｎＭ
川
円
川
り
ω

耐
囲
円
日
日
日
日
日
日

翔

岡
田
１１１
閉
日
日
日
日
旧
閉
日
□
り
　
∩
関
旧
悶
円
円
日
日
日
日
□
鶴

田
―――
――．―
口
日
日
邸

の

　

　

　

　

航
問
日
出
出
出
日
日
――
日
周
□

④

　
　
　

湘
日
曲
朋
円
日
日
旧
閲
‐――
――
□

∽

∩
日
」―
日
――
‐―
日
―
‐
―
凹

瑚
日
―――
阿
日
Ｈ
＝
Ｈ
¶

⑩
　
日
円
円
日
Ｈ
日
日
□

⑪

∩

日

間

Ｈ

Ｈ

日

日

口

硼

　

　

凸
Ｈ

日

Ｈ

日
Ｈ

Ｈ

Ｕ

⑩

　

　

　

　

∩

Ｈ

Ｍ

脚

円

１１１

日

Ｈ

日

Ｈ

Ｕ

⑪

∩

円

―キー

圏

日

――

日

日

□

切

　

日

旧

日

阿

日

――

日

日

□

耐

〔日

図

幽

円

旧

Ⅲ

円

日

□

④

聞

円

―――

‐ＦＩ

日

日

日

日

日

切

∩
川

Ⅲ

刷

‐―

――

日

川

Ｕ

刺

∩
Ｈ
Ｍ
円
円
円

―イ
‘
十

日
日
日
日
日
日
Ⅳ
園

５３

濶
例
Ｍ
図

‐７‐
田
日
Ⅲ

‐――
円
瞬

７２



同
脳
刷
――
□

ｏ
　
　
　
　
Ｒ
ＩＩＩ
日
日
日
Ｈ
日
日
日
⑩

∩
日
幽
１４‐
旧
‐―‐
円
――
―‐―げ
醐
　
　
ｎＮ
ＩＩＩＩ
問
Ｍ
引
―Ｉ
Ч
働

口
　

　

　

つ
　

　

　

団
　

　

　

∽

国

団

円

円

― ―

日

― ―

□

硼

　

　

∩

Ｎ

Ｉ Ｉ ‐

円

Ｍ

四

Ⅳ

＝

囲

田

日

凹

円

１１１

日

日

日

日

日

日

日

ｍ

　

Π

ｌｊドー

円

問

囲

関

― ―

― ―

日

日

日

口

。

日

田

□

日

日

日

日

日

⑭

　

Ｒ
Ｈ
Ⅲ
性
脚

ＩＪ‐
――十
日
日
日
日
日
□
∽

［
十‐

湘

‐‐‐―

日

――

日

日

∪

側

　

／
山

旧

ｈ

日

日

日

日

Ｕ

閉

Ｈ
珊
＝
協

脚
脚
慨
ド
∽
　
　
　
ｍ
　
ｍ
秤
―――
サ
⑫

Ｑ
酢
川
日
Ｈ
Ｆ
口
　
　
　
　
向
円
旧
日
□

硼

劇
Ⅲ
酬
円
ＩＩＩ
門
Ⅳ
／

④

　

　

　

　

　

日
阿
円
円
口
問
‐―
――
日
日
日
□

∽

　

日

ｍ

曲

円

――

日

Ｈ

日

⑫

　

∩
Ｈ

‐――

刷

ド

＝

キー

ヤ

硼

日

円

阿

Ｗ

ＩＩ

Ｈ

ＩＩ

螂

⑭

　

日

‐‐

‐

―

―――

―――

円

日

― ―

― ‐

Ｕ

∽

∩

日

―
―
‐

―

阿

附

旧

―― ‐

日

―― ‐

Ｍ

日

日

日

回

硼

円

―――

側

円

脚

聰

日

旧

悧

――十

日

日

日

日

⑩

　

印

∩

附

躙

日

Ｈ

日

日

日

Ｈ

Ｈ

日

⑦
　

ｍ

‐‐―

剛

‐

′

―Ｉ

Ｈ

日

Ｈ

Ｕ

嘲
　

　

同
円
団
剛
日
Ｈ
即

硼

日

円

円

Ｍ

Ｈ

伺

日

ｕ

ω

　

∩

同

田

Ｍ

ｍ

Ⅳ

Ｉｌ

ｕ

∞

∩
日
阿
日
脳
円
日
Ｈ
日
日
日
□
ω
　
出
日
日
¶
キー
ーー
¶
ロ

∩
日
円
Ш

⑫
　
　
　
　
　
∩
日
――‐
Ⅲ
Ｈ
日
日
日
日

①

日
―――
口
脚

１１６，
　
　
　
　
　
　
Ｒ
麟
円
□

醐

日

＝

凶

Ｈ

＝

日

鰯

　

脇

Ｈ

町

嗣

　

　

　

　

口

旧

Ｈ

ｒ

Ｈ

皿

切

　

『

＝

」

日
日
側
Ｍ
日
日
――
四

⑭
　
〔
脚
――――
胤
劇
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
ｕ
ｍ

∩
Ｎ
川
円
円
日
Ｈ
日
円
ｒ
脚
Ｕ
硼
　
∩
日
―――
門
朋
円
Ｈ
日
日
日
日
日
□
側

簡

　

旧

用

刷

川

円

日

日

聞

硝

⑩

　

　

同
川
円
閉
Ｈ
Ｉ‐
日
日
川
日
日

ω

　

∩
Ｍ

‐ｒ
円
日
日
――
円
日
囃

⑩

　

　

　

調

日

Ｍ

Ｍ

Ｈ

Ы

嗣

動
ｌ

①
　

　

　

　

　

側
　

　

　

　

硼
　

　

　

　

勒

蜘
母

＝

＝

ユ

＝

――

＝

日

硼
日

召

＝

く・２２，

２０
　

∩

円

隅

円

日

日
――
日
日

日

□

⑪

∩
ｌ
ｔ
ｌ

ｌｉ
‐
―
円
――‐
円
―――
日
Ｈ
日
削

硼

　

　

ｎ
国
円
ｐ

硼



§
 
「

+III革
」

§
 
「
Eコ

§
 
「
Eコ

§
 Eコ

」

§
 
「

|ぶ
||1細

導
」

§
 
「
Eコ

」

§
 
「
キ

III革

g 
「
キ

|||さ

§
 
「
Eコ

」

g 
「
匡
コ
」

§
 

圧
コ
」

§
 
「
Eコ

」

§
 
「
+||1革

§
 
「

+||1導
」

133×
9バ

12 001張

(111)�
7X07 061

(109)×
8×

0,4061帝

(1165)×
7バ

O^9 061

1ユ
7×

8×
05 061■

122×
9×

1 061

(100)×
105×

018 061

(8り
文
3×

0.5061

122×
7×

915 061

141×
10×

05 061

(■
0×

7来
o.8 0sl

125×
9XO.5 061

(58.5)X7.5XOつ
 061

113×
7×

07 061

§
 
「
Eヨ

革
」

§
 
「
Eコ

§
 
「
Eコ

」

§
 

×
||1導

§
 
「
十

111さ

§
 
「

+III革

§
 
「
Eコ

§
 
「
Eコ

§
 
「
キ

111革

§
| 

×
III革

§
 
「
□

§
 
「
Eヨ

革

§
 

キ
111革

§
 Eコ

124.5X9,5X05 001

(lol)×
96メ

07 061

127×
815X06 061

(275)X(75)×
0.4 061

(47.0×
8×

07 0ol

K36)×
6.5×

0,9 001

(1055)X7X06 061

(90)X9X05 061

(79)×
8.5XO.6 061

(116)X9×
09 061

(28)×
む
×
0.5 061

(7の
×

7×
05 061

035)X8×
95 00と

(lo9)×
9×

o5 061

〇



2006年 出上の木簡

いかt39t39t30⑪
は
近
代
の
鉄
道
に
関
わ
る
荷
札
か
。　
一
関
―
青
森
は
東
北
本
線
経
由
だ
が
、

「大
釈
迦
」
は
奥
羽
本
線
の
青
森

・
弘
前
間
に
位
置
す
る
駅
名
で
あ
る
。
「福

青
」
は
福
島
―
青
森
の
こ
と
か
。

②
ｌ
⑩
は
、
二
〇
〇
二
年
度
出
土
資
料
と
同
質
の
笹
塔
婆
。
非
常
に
薄
い
作

り
で
、
上
端
は
主
頭
な
い
し
は
方
頭
状
に
形
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
Ｏ
⑭

は
、
下
端
ま
で
刃
が
入
ら
ず
切
り
離
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
二
枚
重
ね
の
資
料

で
、
二
枚
目
に
も
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
笹
碁
婆
の
製
作
方
法
や
使
用
形
態

を
考
え
る
上
で
重
要
な
素
材
と
な
ろ
う
。

判
読
で
き
た
文
字
の
多
く
は
二
〇
〇
二
年
度
出
土
資
料
と
同
様
に

「十
三

日
回
仏

「同
国

日
□

日
□
」

□〔十
三
仏
力
〕

「□
□
□
」

口
国

「□
□
□
□
」

（
ω
じ

×

『
×

ｏ

伽
　

ｏ
ω
Ｐ

（
い
じ

×

∞
×

ｏ

『
　

ｏ
ｏ
Ｐ

（
『
じ

×

ｏ
×

ｏ

∞
　

ｏ
⇔
Ｐ

（
∞
Ｐ
ｂ

）
×

『
∞
×

９

∞
　

ｏ
ｏ
Ｐ

食

じ

×

ミ
×

ｏ
］

ｏ
ω
Ｐ

μ
∞
い
×

Ｐ
ｏ
×

ｏ

い
　

ｏ
ω
牌

（
の
じ

×

∞
×

ｏ

∞
　

ｏ
ω
Ｐ

Ｐ
騨
ω
×

∞
×

Ｏ

ω
　

ｏ
ω
Ｐ

仏
」
で
、
草
書
体
が
多
い
。
釈
読
で
き
て
い
な
い
が
、
⑩
醐
ω
⑬
な
ど
は
二
〇

〇
二
年
度
出
土
資
料
の
⑩
ｌ
い
と
同
じ
墨
書
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
ｍ
の

「
一

切
三
世
仏
」
は
、
二
〇
〇
二
年
度
出
土
資
料
④
に
類
例
が
あ
る
。
二
〇
〇
二
年

度
出
土
資
料
⑬
は

「切
」
の
偏
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
た
が
、
⑩
は
完
形
の
状

態
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教

示
を
得
た
。

（木
村
淳
一
）




